
掛川市の新成人における健康意識調査

≒催康行動に焦点をあてて一

服部真理子 中田晴美 江１コ晶子 掛本知里 伊藤景一 柳 修平 加藤登紀子

平 成 １９ 年に掛川市 で成人式を迎えた 五，
３８２ 名 を対象と し、 健康行動 に関する知識・行動 ・

情 報についての調査 を行っ た。 有効回収 数は ３１３名 （回収率２２．６％） であっ た。

対 象者は男 性 １２５ 名（４１，７％）、 主観 的には約 ９ 割が健康であると感 じ、 白覚症状では肩 こり

や腰 痛、 疲 れやすさ が上位 を占め、 女性で便秘 が多 い傾 向を示 した。 健診 受診者は約半数 を占

めて いた。 食事について、 その知識 を持つ 人は約５ 割、 バランスのよ い食事 をしているもの は

約 ７．５ 割、 朝 食 を ほ ぼ 毎 日 摂 取 す る も の は 男 性 約 ５ 割、 女 性 は 約 ７ 割 で あ っ た。 ま た
、

食 生 活

の問題を認 知 しているものは ６ 割を超乏る が、 改 善意欲のあるもの は ８～９ 割を占めた。 運動

の 知 識 を 持 つ も の は ９ 割 以 上 を 占 め た が
、

意 識 的 に 体 を 動 か し て い る 男 性 ４．５
割
、

女 牲 ２．５ 割、

運動習慣のある男 性約３割、 女性約王割 であっ た。 喫煙による健康 への影響は９割 以上が認知

し、 喫煙歴のな しの男性 ５割、 女性 ７割を占め た。 また、 適切な飲 酒量を知らない が約 ３割存

在 す る 一 方 で、 飲 酒 習 慣 で は ほ と ん ど 飲 ま な い が ４ 割 で あ っ た。 メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム の

知識を持つもの は約 ８割であった。

生活習慣改善や 健康 維持に必要な情 報と して関心の 高いものは、 食生活・ 運動習 慣・休養な

どの情報、 続いて 外食成分表示な どの成 分表示 であった。 生 活習 慣改善や健康づく りの情報源

と し て は、 テ レ ビ ・ ラ ジ オ が 最 も 多 く
、

続 い て 家 族、 イ ン タ ー ネ ッ ト
、

友 人 ・ 知 人 へ と 続 い た。

生 活習慣改善や健康維持 を実行するため に情 報以外に必要なもの は、 家族の理解や搦力、 余暇

の 充実、 経済的な余裕 が上位 に上 げられた。 生 活習慣の改善 により 期待するもので最 も多 かっ

たも のは病気の予防、 続 いて美容であり、 若い 世代 では美容への関 心が高いことが示さ れた。

Ｉ
．

は じ め に

現在、 生活習贋病が死亡原因の上位を占め、

大きな問題となっている。 生活習慣病の予 嚇寸

策と して健康 臼本 ２１ により生活習慣病に関連

する目標値カ殻 定さ れ、 その取り組みがなされ

てきた。 そして、 その中間報告の結果、 目標値

の見直しが行われた。 また、 平成 １７ 年には食

育基本法が施行され、 食育への取り組みが始ま

ろうとしている。 また、 出 謂 慣の問題は中高

年 だけではなく、 若者においても ２０ 代 攻性の

やせや男性の肥満、２０代男性の朝食欠食率の高

さ な どが 存 在 す る １〕
。 よ っ て、 本 調 査 で は

、 成

人式を迎えたばかりの若い男女を対象として健

康行動に関する知識・生活習慣・情報について

調査を行い、 現状を把握するとともに、 今後の

側 圏舌動について考察することを目的とする。

ＩＩ． 方 法

玉、 調 査 対 象

平成 １９ 年度に掛川市で成人式を迎支た新成

人 １
，
３８２ 名 を 調 査 対 象 と し た。

２． 調査期間および方法

白記式質問紙による郵送調査を実施しな 調

査期問は、平成 １９年１月２４臼より２月 ５日で

あ っ た
。

３． 調査内容およ び分析方法

調査票には調査内容と して以下のものを含ん

だ。

属性：性別、 同居家族、 職業、 健康状態：現

在の健康状態、 自覚症状 （１Ｏ 項目）、 健康に関
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す る 知 識 ： 食 事 ・ 運 動 ・ 体 重 ・ 飲 酒 ・ 喫 煙 ・ メ

タ ボ リ ッ ク シ ン ドロ ー ム に つ い て、 健 康 行 動 ：

健 診 受 診 の 宥 無、 食 事 ・ 運 動 ・ 体 重 ・ 飲 酒 ・ 喫

煙について、 生活習慣改善のための情報につい

て：生活習慣改善や健康維持のために必要な情

報、 情報以外に必要なもの、 生活習慣改善によ

る 効 果。 ま た
、

健康に関する知識と健康行動の項目は、平成１６

年国 贈建康・栄養調査１）、 健康日本 ２１ 中間報

告 ２〕
、 食育推進基本計画３〕

、 生活習慣改善のた

めの情報については、 生活習慣病に関する世論

調査４ｊを参考に質問項目を作成した。

また、 分析は各質間項目で頻度を算出すると

と も に
、 Ｘ

２ 検 定 で 男 女 比 較 を お こ な っ た
。 統

計角碑斤に は 統 計 ソ フ ト ＳＰＳＳｖｅｒ１１．５
を 使 用 し

た
。

４
．

倫 理 的 配 慮

自記式調査票には、 調査の目的や内容など調

査に関する説明、 および、 倫理的配慮と して匿

名性の 僻寺、 調査の辞退による不利益 がないこ

となどを含む説明文を同封 し、 同意した場合の

み返信するように依頼した。

ＩＩＩ
、 結 果

１． 対象者の概要

調査対象者１，３８２名中、 有効回収数は３１３名

で あ り、 回 収 率 は ２２．６％ で あ っ た。

対 象 者 の 属 性 は、 男 性 １２５ 名（４１．７
％）

、
女 性

１７５ 名 （５８．３％）、 家族形態では一人暮らしが

８３ 名（２６．５ ％）を 占 め、 そ の ほ か の ２３０ 名

（７３．５％） は 同 居 し、 そ の 中 で 両 親 と 同 居 し て

い た も の は ２０３ 名 で あ っ た。

職業は
、 学生が ２００ 名（６３．９％）と遇半数以上

を占め、 フルタイムの就業者は会社員 ７４ 名、

公務員と白営業が各 １ 名で計 ７６ 名 （２４．２％）、

ま た
、
フ リ ー タ ー も １９ 名（６．１％）含 ま れ て い た。

その他の １８ 名（５．８％）には主婦などが含まれて

い た
。

２、
健 康 状 況 （図 １ ・ ２）

現在の健康状態については、男性ではよい６３

名 （５０．４％）、
ま あ よ い ５５ 名（４４

．Ｏ
％）

、
あ ま り

よ く な い ７ 名 （５
．
６％）

、
女 性 で は

、
よ い ８４ 名

（４８．ｏ％）、 ま あ よ い ７８ 名（４４
．６

％）
、

あ ま り よ

く な い １３ 名 （７
．
４％）

、
よ く な い は 男 女 と も に

い な か っ た
。

勇 牲｛ｎ＝１２５〕

女 性（ｎ＝１ 湖

○脂 ２０尭 ４０畦 喧Ｏ帝 固竈畦 １０ｅ旺

画 圭 い 富 まあ よい 匡 赫まり 圭くな い

図１ 主 儘 的健 康 状 態

健康状況については、「朝、起きるのがだるい」、

「ちょっと したことでも気になる」、 「疲れやす

い」、 「肩こり、 腰痛がある」、 「胃の調子が良く

ない」、 は く 隈れない」、 「何をするのもおっく

うである」、 「疲がでたり、 せきをすることがあ
工る一 「階 段 を 上 が っ た り、 軽 い 動 作 で どう き・ 息

切れがする」、 「便通が良く ない」 の １０ 項目の

白覚症状の有無を訪ねた。

はいの回答の多かったものは 潮、 起きるの

がだるい」 で男性 ６１ 人 （４９，６％）、 女性９５ 人

（５４，９％）、 隔 こ り
、

腰 痛 が あ る」 で 男 性 ４１

人 （３３．３％）
、

女 性 ９６ 人 （５５．８％）
、

「疲 れ や す

い」 で 男 性 ５３ 人（４３．４％）
、

女 性 ８４ 人（４９．１％）、

「ちょっと したことでも気になる」 で男性 ４２

人 （３４．７％）
、

女 性 ５７ 人 （３３．３％）
、

「便 通 が 良

く な い」 で 男 性 １６ 人 （１３．Ｏ
％）

、
女 性 ６０ 人

（３４．５％）、
と 「疲 が で た り

、
せ き を す る こ と が

あ る」で 男 性 ４２ 人（３３
．９％）

、
次 性３３ 人（１９．３％）、

「階段を上がったり、 軽い動作でどうき・息切

れ が す る」 で 男 性 ２三 人 （１７．１％）
、

女 性 ４６ 人

（２６．９％）、 「何をするのもおっくうである」 で

男 性 ２０ 人 （１６．４％）、
女 性４０ 人 （２５．１％）、 「胃

の調子が良くない」 で男性１８ 人 （１４．６％）、 女

性 ２９ 人 （１７．０％）、
「よ く 眠 れ な い」 で男 性 １９

人 （１５．４％）、 女 性 ２４ 人 （１４．０％） で あ っ た。

また、「肩こり、腰痛がある」、「便通が良くない」、

「階段を上がったり、 軽い動作でどうき・息切

れがする」 の３項目では女性が、「疲がでたり、

せきをすることがある」 は男性が、 有意に多か

っ た
。

また、 はいと答えた一人当たりの合計は ０－

９ 個 で あ り
、

そ の 平 均 は ３．Ｏ
±２．３（Ｍｅａｎ土ＳＤ）
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鰯 は い 騒 い い え

楓であった。 一方、 まったく自覚症状のないも

のが逐８名 （蝸．鍬） 存在した。

３． 健 康 に 関 す る 知 識 （図 ３ ・ 遂）

健 康 に 関 す る 知 識 を 食 事 。運 動 。体 重・ 飲 酒 。

喫煙について 「知っている」、 「闘いたことはあ

るが詳しく は知らない」、 「知らない」 の３段階

で た ず ね た。

食事について、適切な食事内 昏 量について、

男性が 「知っている」 と答支たもの 郷 人

（２３．丞％）、 「闘 い た こ と は あ る が 詳 し く は 知 ら

ない」 は ３３ 名（蝸。６灼、 「知らない」 は 概 名

㈱。Ｏ粥）、 女性では 「知っている」 と答えたもの

塊 人 （魁．Ｏ粥）。「闘いたことはある杓素羊しくは

知らない」 は 闘 名（鋤、媛的． 「知らない」 は７８

名（独。６％）で あ っ た。

同様に、 運動の健康への影響について、 男性

が 「知 っ て い る」 が ５ 人 （棚。５泌）
、

「闘 い た こ

と は あ る が 詳 しく は 知 ら な い」は ３６ 名く郷，Ｏ％）、

「知らない」 は３名（２。蝋）、 女性では 「知っ て

いる」 と答乏たもの 遡６ 人 （η．脇）、「聞いた

こ ＆ はあ る が詳 しく は 知ら な い」 は 蝸 名

（粥拙３
跳）

、
「知 ら な い」 は ３ 名（五．７％）で あ っ た

。
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体重について適正体重について、 男性が 「知

っ て い る」 が ５９ 人 （４７
．６

％）
、

「聞 い た こ と は あ

るカ需準し く は 知 ら な い」 は ３３ 名（２６．６％）、
「知

ら な い」 は ３２ 名（２６．１％）
、

女 性 で は 「知 っ て い

る」 が ９５ 人 （５４．３％）
、

「聞 い た こ と は あ るカ焉羊

しくは知らない」 は４９名（２８．Ｏ％）、「知らない」

は ３１ 名（１７．７％）で あ っ た
。

喫煙の健康冬の影響について、 男性が 「知っ

回無っている 目
婁身奈妻嵩

ま知らない

日鮎ない
ｘ
呈検定

麺３ 健廣に霞する無議

て い る」 が ｎ５ 人 （９２
．
７％）

、
「聞 い た こ と は あ

るが詳 しくは知らない」 は９名（７．３％）、 女性で

は 「知 っ て い る」 が １６６ 人 （９４．９％）
、

ｒ聞 い た

こ と は あ るカ焉羊 しく は 知 ら な い」 は ８ 名（４．６％）、

「知 ら な い」 は １ 名（Ｏ．６％）で あ っ た
。

適度な飲酒量について男性が 「知っている」

が ５０ 人 （４０．３％）
、

「聞 い た こ と は あ る 嬬 羊し く

は 知 ら な い」 は ３５ （２８．２％）
、

「知 ら な い」 は ３９

名 （３１．５
％）、 女 性 で は 「知 っ て い る」 が ６９ 人

（３９
．
４％）

、
「聞 い た こ と は あ る が 詳 しく は 知 ら

な い」 は・５４ 名（３０，９
％）

、
「知 ら な い」 は ５２ 名

（２９．７％）で あ っ た。

さ ら に
、
メ タ ボ リ ッ ク シ ン ドロ ー ム に つ い て

、

男性で「内容を知っている」は２８名（２２．６％）、

「言葉を聞いたことがあるが内容は知らない」

は ７６ 名（６１．３％）、
「知 ら な い」 は ２０ 名（１６．

１％）
、

女 性 で 「内 容 を 知 っ て い る」 は ６２ 名 （３５
．
６％）、

「言葉を聞いたことがあるが内容は知らない」

は 五０２ 名（５８．６％）、
「知 ら な い」 は ２１ 名（５．７％）

で あ っ た
。

ま た
、

こ の 項 目 で は
、

「知 ら な い」 と

答えた男性が有意に多かった。

回 内 審 を 蜘 ｏ て い る ｏ 奮 葉 を 聞 い た こ と 淋 あ る が ５ 鋼 ら な い

申 響 は 知 ら な い

図卑 メ 蝋 リツクシ ゾ ローム１・ついて 〆 検 定

４． 健 康 行 動 に つ い て（図 ５ ・ ６ ・ ７ ・ ８ ・ ９ ・

１Ｏ ・１１）

健康行動について健診受診、 食事・運動・体

重 ・ 飲 酒 ・ 喫 煙 の 側 面 に つ い て た ず ね た。

まず、 過去 １年における健診受診のあるもの

は
、

男 性 ６１ 名（蝿
．
８％）、 女 性 ９４ 名（５３．７％）で 男

女ともにほぼ半数が受診していた。

次に、 朝食の摂取について、 男性で毎臼食べ

て い る も の は ５３ 名（４２，７％）、 週 ５ ～ ６ 日 は １８

名（１４．５％）、 週 ３ ～ ４ 日 は １９ 名（１５．３％）、 週 １

～ ２ 日 は １５ 名（１２
．
１％）、 食 べ て い な い は １９ 名

（１１．６％）、 女 性 で 毎 日 食 べ て い る も の は ９６ 名

（５４．９％）
、

週 ５ ～ ６ 日 は ３０ 名（１７．１％）、 週 ３ ～

４ 臼 は ２０ 名（１１
．
４％）

、
週 王 ～ ２ 日 は ２０ 名

（ｎ．４％）、
食 べ て い な い は ９ 名（５．１％）で あ っ た。

また、有意に女性で毎臼食べているものが多く、

食べていないものが少ない傾向にあった。

り ｏ
舅 牲 ｛［・１ 刎 〕 掌 事

宮 占 事 ま

‘^ “ “ “

畿 ㍑事
屑 他

女 性 １ｎ＝１コ…〕 事 事 掌一 拙 “ “ “

紳 ままぢ

田 毎 目 日 週 ５ 帖 偉 目 目 邊 目 … 均 菖 口 週 １ － ２ 日 Ｏ 食 ぺ て い な い

図５ 鞠 食 の濠 取 状 況 パ 猿定
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図 ６ 獲…蟻葵考テ嚢郷こ二）』、て

ま た
、

バ ラ ン ス の よ い 食 事 摂 取 に つ い て
、

男

性 で は い と 答 差 た も の は ９４ 名（７５
．８

％）
、

女 惟 で

１３８ 名 （７８．９％） で あ っ た。 ま た
、

食 生 活 に 問

題 が あ る と 思 う も の は
、

男 性 ７７ 名（６２，玉
％）

、
女

性 １０９ 名 （６２．３％）
、

そ の 中 で
、

食 生 活 の 問 題

を 改 善 し た い と 思 う も の は 男 性 ６４ 名（８逐．２％）、

女 性 １０２ 名 （９３
．
６％） で あ っ た

。

運 動 で は
、

日 頃 か ら 生 活 の 中 で、 健 康 の 維 持 ・

増進のために意識酌に体を動かしているもの、

男 性 ５８ 名（５５．８％）、
女 性 ４６ 名 （２６，３％）

、
！ 回

３０分以上の運動を週２回以上、それを１年以上

続けている運動習慣のあるものは、 男性 ３８ 名

（３０．６％）
、

女 性 １６ 名 （９．１％） で あ っ た。 こ の ２

項冒では、 勇性のほう がはいと答えるものカ清

意 に 多 か っ た。

ま た
、

睡 眠 に よ る 休 養 に つ い て は
、 男 性 で 充

分取 れ て い る が ３２ 名（２５，８％）、
ま あ ま あ と れ て

い る が ６２ 名（５０．Ｏ％）
、

あ ま り と れ て い な い は ２遜

名（１９．４％）
、

ま っ た く と れ て い な い が ６ 名（逐
．
８％）

、

女 性 で は 同 様 に ３５ 名（２０
．
Ｏ跳）

、
８９ 名（５０

．
９％）、

一 …
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轟
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４７ 名（２６．９％）、 ４ 名（２．３％）で あ っ た。

０ １ 含 未 溝 日 １ 一 空 合 朱 溝 Ｏ ヨ ～ ３舎 未 溝 Ｏ Ｏ～ ＃ 合 来 溝 讐 ヰ ～ ５ 舎 崇 溝 口 ≡ 含 以 上

図 宮 一 回 の 飲 酒 ■

飲酒習慣で、 飲酒回数では男性で毎臼が２名

（１．６％）、 週 ５ ～ ６ 臼 が ２ 名（１．６
％）

、
週 ３ ～ ４ 日

が ６ 名（４
．
８％）

、
週 ！ ～ ２ 日 が １６ 名（１２，９％）、 月

に １ ～ ３ 臼 が ４７ 名（３７．９％）
、

ほ と ん ど 飲 ま な い

ま た は 飲 め な い が ５１ 名（４１．１％）、 女 性 で 毎 扇 が

王 名（Ｏ．６
％）

、 週 ５ ～ ６ 臼 が １ 名（０．６％）
、

週 ３ ～

４ 日 が ３ 名（１，７％）、週 ユ ～ ２ 口 が１３ 名（７．５９％）
、

月 に ！ ～ ３ 日 が ７９ 名（蛎．４％）、 や め た （１ 年 以

上 や め て い る） ２ 名（１．１％）、 ほ と ん ど 飲 ま な い

ま た は 飲 め な い が ７５名（４３
．
１％）で あ っ た。ま た

、

飲酒習慣のある人において一回の飲酒量を清酒

に換算 して、 男性では１合 （１８０捌） 未満が１９

名（２６
．
８％）

、
ユ ～ ２ 合 未 満 が 五５ 名（２１．１

％）
、 ２

～ ３ 合 未 溝 が １４ 名（１９．７
％）

、
３ ～ ４ 合 未 満 が ｎ

名（１５．５％）
、

４ ～ ５ 合 未 満 が ５ 名（７．Ｏ
％）

、 ５ 合

以上が７名（９．９％）、 女性では！合 （１８０拙） 未

満 が ２６ 名（２７．１
％）

、
王 ～ ２ 合 未 満 が ２４ 名

（２５
．
０％）

、
２ ～ ３ 合 未 満 が ２１ 名（２１．９％）

、 ３ ～

４ 合 未 満 が １１ 名（１１．５
％）

、
遂 ～ ５ 合 未 満 が ３ 名

（３．１％）、 ５ 合 以 上 が １１ 名（王１．５
％）で あ っ た

。

たは６ヶ月以上吸っている（吸っていた）」 が３４

名（２７．６％）、
「吸 っ た こ と は あ る が 合 計 １００ 本 未

満、
ま た は、６ ヶ 月 未 満 で あ る」が １９名（五５

．４
％）

、

ほ っ た く 吸 っ た こ と が な い」が ７０名（５６
．
９％）

、

女 性 で は 順 に ２４ 名（１４．１％）、 １３ 名（７
．６

％）
、 １３３

名（７８
．
２％）

、
で あ っ た。 喫 煙 習 慣 で は

、
「合 計 １００

本以上、または６ヶ月以上吸っている（吸ってい

た）」 が男性で多く、 「まったく吸ったことがな

い」 で女性が有意に多い傾向があった。 また、

喫煙習慣のあるものの喫煙状況では、男性で「毎

日 吸 う」 が ３３ 名（６２．３％）、 ｒと き ど き 吸 っ て い

る一 が６名（１１．３％）、 「今は （この１ヶ月間） 吸

っていない」 が五４名（２６．銚）であった。 女性で

は 順 に １５ 名（郷．５
％）

、 ５ 名（１３．５
％）

、 １７ 名

（４５
．
９２ ％）

、
で あ っ た。

５． 生 活習慣改 善のための情 報につい て （図

１２ ・ １３ ・ １４ ・ １５）

生活習慣改善や健康維持のために必要な情報

として最も多かったものは「食生活・運動習憤・

休養な どに関する詳細なア ドバイス」 で２２８人

（７４．Ｏ％）、 続いて 「外食成分表示などの食品に

関する塩分、 カロリー等の成分 表示」 １４３ 名

（４６．４％）、 「ス ポ ー ツ ジ ム な ど の 健 康 増 進 施 設

に関する情報で９０人 （２９．２％）、「健康機器な ど

健康関連商品に関する情報」３２人（１０．４％）、「そ

の 他」 ５ 人 （１．６％） で あ っ た。 ま た
、

「特 に な

い」 も ３４ 人 （１１，０％） 存 在 し た。

生活習慣改善や健康づくりの情報源と じては、

貴 生 活 ・邊 ｏ 雪 擾 ・抹 量 埴 ど

に 闇 す る 酵 蜆 な ７ド パ イ 貝
７４

．
Ｏ

師 食 成 卦 衰 示 など 的 重 畠 に 閥 す る

阜昌 封
七

カ ロ ■」’ 等 切 ≡量分 簑毒…

５ 台 討１００ 本 凱 上、 ま た は鶉 ヶ 月 勤 上 ０ 吸 ｏ た こ と ほ あ る が 台 詩１０咀 本 朱 着 Ｏ まｏ た く畷 ｏ た

吸 っ て い る 徽 づ て い た〕 ま 淵 蝸 ヶ 月 未 羽 モ 畠 る こ と 那 な い

酬 ｏ 漢擾習復 〆 湊窪

喫煙習慣では、 男性で 「合計１００本以上、 ま

貝 ポ ー ツ ジ ム な ど 切 僅 濠 蟻 蛙 施 醒

に 関 す る 慨 鶉

僅邊邊鴉右ど催廣嗣邊

前 晶 に 露 す る 鯖 竈

鵯 に 軌 １

鰍 ２０鴨 蜘鴨 ５０彊 ８㈱ １００鴇

鉋篭屋扱う ■１ときど音薮っている 冒 禽ぼ旦この１ヶ月間〕

顎っていない

蜜１１ 喫 嬢量

Ｏ
．

０ ２ ０
－
０ ４ 竈

．
０ ５ ０

，
０ ６ ０

，
Ｏ
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最 も 多 か っ た も の は 「テ レ ビ ・ ラ ジ オ」 ２２９ 人

予レ ピ・ラジ オ

ｌｎ＝３ １ η

家族

｛ｎ ＝３１ １）

イン ター 享ツト

（㌍３ｍ

友 人・知 人

（ｎ＝ ３１１ 〕

情報雑誌
｛ｎ・ 洲 〕

薪 聞

｛ｎ＝ ３１１）

製 畠についている表示

（師＝ ３１ １；

チラシ１パ ンヲ レッ条

くｎ＝３１１）

医療機関

｛㌍３１１）

勉強 会・講演 会

｛ｎ＝３ 閉

保 健 所・保 健セ ンター

｛ｎ＝３ １０〕

顧売店での説明

｛ｎ ＝３１ ０）

単行本

くｎ三３１１）

救 繍・自 治 体の 広 報

１ｏ＝ ３１２〕

その飽

壬ｎ亡３ 川

樹；ない

｛而＝３ 川

Ｏ，０ ２ ０
，
０ ４ ０

，
０ ６ ０

．
Ｏ

図１３ 生活 習憤に関する情毅 瀬 （複数回 答）

家族 の 理 解や 鶴 カ

余暇の充簑

経済賄な余循

友人や麺人など

眉 囲の 人 たち の

理潔や協カ

傑健医療従事者

などの 尊 門 祭 の

指 導 やアドパ４ス

佳 屠 壕 境ω 売 臭

そ の 他

樹二な い

Ｏ．Ｏ

４
．
５

竈
、
壇

１５
．
１

１０ 幻 ２０
，
ｏ

麟 ４ 構報 以 外 に必 婁な毛の

２３
．
８

２ ３
．
５

似
、
１

４１
．
２

５畠
．
２

ヨｏ
．
ｏ 側

．
０ ５０ 血 ６０

．
ｏ －ｏ

，
ｏ

琵
（複 数 鉋 答Ｘｎ＝３１１）

君 ｏ
．
ｏ

（７３
，
６％）

、
「家 渕 ９１ 人 （２９．３％）、 「イ ン タ ー

ネ ッ ト」 ８１ 人 （２６．ｏ％）
、

「友 人 ・ 知 人」 ７７

人（２４８％）、 傭 報雑誌」７６人 （２４４％）、ｒ新

聞」４４人（岨１％）、ｒ製晶についている表示」

３５ 人 （１１．３％）
、

「チ ラ シ ・ パ ン フ レ ッ ト」 ２８

人 （９．０％）、
「医 療 機 関」 ２２ 人 （７

．１％）
、

「勉

強 会 ・ 講 演 会」 １６ 人 （５．１％）
、

「保 健 所 ・ 保

健センター」 ６ 人 （蝸 ％）、 「単行 本」 ４ 人

（１．３％）
、

「販 売 店 で の 説 明」 ４ 人 （１．３％）、

「政 府 ・ 自 治 体 の 広 報」 ２ 人 （２．６％）、 「そ の

他」 ２ｉ 人 （６１８％） で あ っ た
。

ま た
、 「特 に な

い」 ３４ 人 （１０．９％） が 存 在 し た。

生活習廣改善や健康維持を実行する上で膚

報以外に必要と思うもので最も多かったもの

は 「家族の理解や協力」 １８１人 （５８，２％）、 続

いて 「余暇の充実」１３７ 人 （独１％）、 「経済

的な余裕」 １２８ 人 （４１．２％）、 「友人や知人な

ど周囲の人たちの理解や協力 〃４人（２３．８％）、

「保健医療従事者などの専門家の指導やアド

バイス」 ７３人 （２３．５％）、 「住居環境の充実」

４７ 人 （１５．１％）、 「そ の 他」 １４ 人 （４５％） で

あ っ た
。
ま た、

「特 に な い」も の も ２１ 人 （６．８％）

存 在 し た
。

生活習慣を改善することによる効果を期待

するもので最も多かったものは、 腕 気の予防」

２０９ 人（６７
．
０％）

、
続 い て「美 容」１４５ 人（４６．５％）、

「精神的な充実」１２７ 人 （４０．７％）、 「若さの維

持 （老化防止）」１２４人 （３卿 ％）、 「気分転換」

１２２ 人 （３９，１％）、ｒ仕事や余暇の充実」 ｎ８ 人

（３７
．
８％）

、
ｒ社 会 へ の 積 極 的 参 加」３５ 人（１１

．
２％）

、

「その他」 ８人 （２お％） であった。

ｗ． 考察

１． 対象者の健康状況について

主観的健康感は、 平成 １６ 年国民生活基礎調

査１）で ４１．３％ が よ い ま た は ま あ よ い と 感 じ
、 今

回の調査でば約９割を占めていた。 一方、 前年

に行われた大東地区の生活習慣病予防行動の調

査δでも４０歳以下で９割と同様の結果であり、

新成人においても良好な健康状態を示す集団で

あると考えられる。

自覚症状も、 前年に行われた大東地区の調査

緒果 ⑤と同様に肩こりや腰痛、 疲れやすさ、 ち
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よ っ と した こ と が 気 に な る
、

朝 起 き る の が つ ら

いが上位を占め、 女性に訴えの多い傾向があっ

た。 しかし、 便秘の人 湘乍年の調査より多く、

女性が男性よりも有意に多かった。 若い女性に

便秘が多い傾向を示していると考える。

２．
健 康 行 動 に つ い て 知 識 ・ 行 動 に つ い て

健診受診者は、 約半数であった。 平成 １６ 年

国民生活基礎調査１〕の受診 洲兄では、 約６ 割が

受診 しており、 今回の調査はやや少ない傾向に

あった。 また、 →隻常雇用者のほうが仕事をし

ていないものより受言猪 が多 かった。 今回の対

象者では約半数が専門学校を含む学生であり、

健診受診の有無は本人の受診に対する意向によ

ることも考支られる。 受診に対する意識を高め

る働きかけが必要である可能性がある。しかし、

大学など学校での健診は自分自身の健康状態を

確認でき、 また、 専門職が健康教育や 側 暫旨導

を行う大切な機会である。 よって、 健診受診を

促 し、 健康 に関心を待てる機会が持てるように

働きかける必要があると考える。

健康臼本 ２１の申問評価報告２）で、 適切な食

事内容・量の知識を持つ人は、 約 ６～７割であ

り、平成２２年度の達成目標として男女ともに８

割以上が挙げられている。 今回の調査では知っ

ている又は聞いたことがあると答えたものは約

５ 割であり、 中閻報告よりもやや少ない傾向に

あ っ た
。

また、 朝食の欠食率は、 健康日本 ２１ の中間

評 価 報 告２〕 で は ２０ 代 男 性 で は ３遂．３％、
今 回 の

調 査では男性で毎日又は集５～６日約５割、 女

性は約７割である一方、 まったく食べていない

も の が
、
男 性 １５％

、
次 性 で も ５％ 存 在 し て い た。

また、 バラシスのよい食事をしているものは約

７．５
割 で あ っ た

。
健 康 日 本 ２１ の 申 問 評 価 報 告２〕

の６ 割よりも高く、 その目標値の ７ 割をすでに

超 え て い た
。

また
、 食生活に問題があると思うものは６割

を超え、食生活の問題の改善意欲のあるものは、

８～９割を占めていた。 健康日本２１の串間評価

報 告 ２）で は、男 性 で 約 ６ 割、女 性 で ７ 割 で あ り、

最終冒標値は８割と設定されている。 本調査の

対 象者は、 食事習慣の改善意識の高い集団であ

ると考えられる。

食事についての知識は少ないが、 バラ ンスの

よい食事を しているもの が多いと考えられる。

その理由としては、 学生が約半数を占め手いる

上に、 家族と同居しているものが多く、 特に親

と同屠しているものが多く存在 した。 このこと

は、 同居 している家族により食事環境が維持さ

れている可育雛 を示す。 また、 本研究の対象の

半数を占める学生は、 卒業後に就業などによっ

て １ 人暮らしになる可 能性がある。 その上で、

食事についての知識がないことは食生活 楯Ｌれ

る原因となる可能性がある。 食事について学ぶ

機会を考完ると、 家庭生活と教育における保健

体育や家庭科の授業であり、 子 どものころから

の教育が重要であると考える。 また、 平成 １７

年には食育基本法が制定、 食育基本計画の下で

今後様々な取り組みがされるが、 その申で家庭

や学校、 地域を含めた食教育が重要になると考

え ら れ る
。

同様に、 運動の健康への影響について、 男女

ともに知っていると聞いたことがあるものが ９

割以上を占めた。 また、 臼頃から意識的に体を

動 か し て い る 男 性 遂．５ 割、
女 性 ２．５

割 で あ り
、
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運動 習廣のあるものは男性で約３割、 攻性で約

互 割 で あ っ た
。 そ し て、 こ の ２ 項 冒 は

、
男 性 が

刻生より有意に多 かった。 平成 １６ 年の国民健

康・栄養調査１）によると意識的に身体を動かし

ている人、 運動習慣のある人ともに ２０ 代で約

２割弱であり、 今回の対象者では男性では運動

習慣のある人が多い、 一方、 次性では少ないこ

とが関らかとなった。 女性で知識があるにもか

かわらず、 運動習慣のあるものが少ないことか

ら、 行動化することカ灘 しいと考乏られる。 運

動ができる環境を整えるとともに、 安性の運動

意欲を高める働き かけカ泌 要であると考える。

また、 最近１ヶ月間の睡眠により休養がとれ

て い る か は
、

平 成 １６ 年 の 国 民 健 康 ・栄 養 調 査 １）

とほぼ同様の結果であった。

喫煙による健康冬の影響は、 ９ 割以上の人が

知 っ て い た。 し か し
、

喫 煙 習 慣 で は
、

喫 煙 歴 の

ないものが男性で５割、 女性では７割を占めて

いる一方で、 喫煙者の喫煙状況は、 毎日が男性

で７割、 攻性で５割を占めていた。 平成 １６ 年

の国民健康・栄養調査王〕では２０歳代の男性の

約７割、 女性で約３割であり、 本調査の対象者

が女性でやや多い傾向にある。 喫煙の健康への

影響を知り、 喫煙 割貫を持つものは少ないが、

喫煙習慣のあるものは喫煙の機会が多いこと傾

向がある。 喫煙は、 その依存性により吸い始め

たらやめにくい傾陶がある。 若い世代に対 して

も適切な禁煙教育プ日グラムの必要性があると

考 え ら れ る
。

適度な飲酒量については、 知っているものが

４割いる一方、知らないものが約３割存在 した。

ま た
、 飲 酒 習 慣 で は

、
ほ と ん と 飲 ま な い が ４

割、 月 に 王 ～ ３ 回 が ３～４ 割 を 占 め
、

飲 酒 習 慣

の あ る も の は 少 な い 傾 向 に あ っ た。 ま た
、

飲 酒

習慣のあるものの飲酒量は平成 １６ 牢の国氏健

康 ・ 栄 養 調 査 １） と 比 較 す る と 清 酒 に 換 算 し て、

１ 合未満の人が多い一方で、３ 合以上飲むもの

がわずかに多い傾向であった。 飲酒習慣のある

ものは少なかったが、１ 回の飲酒量については

やや多い傾肉にあり、 また、 適切な飲酒量を知

らないものも３割存在 している。 今後、 本研究

の対象の半数を占める学生は卒業後に仕事上の

付き合いで飲酒の機会が増乏ることが予想され

る。 飲酒についての適切な知識を普及 し、 適切

な飲酒量を趨克ないように働きかけていく必要

が あ る
。

健康日本 ２１ に取り上 げられたメタボリック

シ ン ボ日 一 ム は
、 本 調 査 に お い て 知 っ て い る も

のが２－３ 割、 言葉を聞いたことがあるもの約

６ 割であっ た。 健康日本 ２１中間報告２享の目標

と して知識の周知を ８ 割以上と設定している。

そ して、 そこに焦点を当てた政策が展開され始

めた結果、 本調査では、 闘いたことがあるもの

を含めればほぼ目標値を超えている。 これは、

テ レ ビ や イ ン タ ー ネ ッ ト に よ り、 メ タ ボ リ ッ ク

シン汽ロームの知識提棋がおこなわれた結果で

あ る と 考 乏 ら れる。 し か し
、

メ タ ボ リ ッ ク シ ン

ドロームを予防するためには、 その内容を詳し

く知り、 食事や運動の生活習慣を整完ていく必

要がある。 そのためには、 今後さらに積極的な

働きかけカ泌 要であると考える。

３、 健康行動のための情報について

生活習慣改善や健康維持のために必要な情報

と して 最 も 関 心 の 高 か っ た も の は
、

食 生 活 ・ 運

動習慣・休養な どの情報、 続いて外食戒分表示

な どの成分表示であった。 こ二の結果は、 大東地

区の健康調査６〕における結果と同様であり、 食

事に関する関心が滴 いことが示された。

生活習慣改善や健康づくりの情 鞠原として は、

テ レ ビ ・ ラ ジ オ が 最 も 多 く、 続 い て 家 族、 イ ン

タ ー ネ ッ ト
、

友 人 ・ 知 人 へ と 続 い た
。 テ レ ビ ・

ラジオが上位に上げられたのは大東地区の健康

調査６〕における結果と同様であったが、インタ

ーネットが上位にあるのは、 若い世代にインタ

ーネットが普及 し、 それを情 鞠原としているた

め と 考 支 ら れ る。 ま た、 家 族 や 知 人 ・ 友 人 と い

う周りの人を情幸鯛 としていることも明らかな

った。 若い世代では、 活字離れが進んでいるこ

と も あ り
、 テ レ ビ ・ ラ ジ オ に 加 え イ ン タ ー ネ ッ

トを利用 した知識提供が有用であると考えられ

る。 また、 家族や友人・知人も情幸鯛 と してい

ることから、 両親や祖父母を含めた中高年に積

極的に働きかけることがが、 間接的に若い栓代

への働きかけることにつな 淋ると考えられる。
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生活習慣改善や健康維持を実行するために情

報以外に必要なものでは、 最も多かったのは家

族の理解や協力、 次いで余暇の充実、 経済的な

余裕、 友人や知人な ど周囲の人たちの理解や協

カ、 側建医療従事者などの専門家の指導やア ド

バイスであった。大東地区の健康調査６）と比べ

て、 専 門 職 に よ る 助 言 が 下 位 に 入 っ て い た
。

こ

れは新成人では、 高齢者に比較して医療機関へ

の受診の機会が少なく、 助言を得る機会が少な

いことが理由と考えられる。

生活習慣を改善により期待するもので最も多

かったものは病気の予防であり、 続いて美容、

精神的な充実、 若さの維持 （老化防止）、 気分転

換と続いていた。大東地区の健康調査６）と同様

に、 病気予 防や精神的な充実な どが期待されて

いたが、 本調査では美容が上位に入り老化防止

が低い傾向にあるのカ鞘 徴であった。 これは、

新成人のように若い世代では、 老化予防より美

容への関心が滴 いため、 より期待が滴 かったと

考えられる。 若い世代への働きかけでは、 病気

の予防への利点に注目するとともに、 美容の点

での利点にも目を向けた働きかけが必要である

と考えられる。

４．
ま と め

本調査の結果、 何らかの自覚症状を持つもの

の、 主観的には約９割が健康であると感 じてい

た。 白覚症状と して肩こりや腰痛、 疲れやすさ

などの症状が上位を占め、 若い次性に便秘が多

い傾向を示 していた。 前年度の健診受診者は、

約半数を占めていた。 食事の知識を持つ人は約

５ 割であるが、 バランスのよい食事をしている

ものは約 ７．５ 割、 朝食を毎日又は週５～６ 日食

べているものは男牲約５割、 女惟は約７割であ

った。 また、 食生活に間題があるものが６割を

超えるが、 食生活の間題の改善意欲のあるも⑥

は ８～９ 割を占めた。 運動の知識を持つ人は ９

割以上を占めたが、 意識的に体を動 かしている

男 性 ４．５ 割、
攻 性 ２．５ 割、 運 動 習 慣 の あ る も の

は男性で約３割、 女性で約１割であった。 喫煙

による健康ぺの影響は９割以上の人が知り、 喫

煙歴のないものが男 牲で５割、 女性では７割を

占めていた。 喫煙者の喫煙 棚兄はでは毎日喫煙

するものが多い傾向であった。適切な飲酒量を、

知らないものが約３割存在するが、 飲酒習慣で

ほとんど飲まないが４割 であった。 メタボリッ

クシンドロームの知識を持つものは約８割であ

っ た
。

生活習慣改善や健康維持に必要な情報として

関心の高いものは、 食生活・運動習慣・休養な

どの情報、 続いて外食成分表示などの成分表示

であった。 生活習贋改善や健康づくりの惰報源

と し て は
、

テ レ ビ ・ ラ ジ オ が 最 も 多 く、 続 い て

家 族
、

イ ン タ ー ネ ッ ト、 友 人・知 人 へ と 続 い た。

生活習慣改善や健康維持を実行するために情報

以外に必要なものは
、 家族の理解や搦力、 余暇

の充実、 経済的な余裕 が上位に上 げられた。 生

活習廣を改善により期待するもので最も多かっ

たものは病気の予防であり、 続いて美容、 精神

的な充実、 若さの維持 （老化防止）、 気分転換と

続いた。 若い世代では、 美容への関心が満 かっ

た
。

引用文献

豆） 健 康・栄用情報研究会編．厚生労働省平成

１６ 年 国 民 健康 ・ 栄 養調 査 報告．第一 出

版
，２００６．

２）

３）

４）

５）

健康臼本２１中間評価作業チーム．健康日本

２１ 中 間 報 告 書 案 ２００６．

共生社会政策統括官．食育食育推進基本計

画
．
２００６；ｈｔ娩：〃ｗ ｗ ８，ｃａ〇二ｇｏｊφ／ｓｙｏｋじｉｋｔｉ／ｓ

ｕｉｓ 撒 ㎝㎜ｏｋ軸．胱 制．

内閣廠大臣官房政府広報室、生活習慣病に

関 す る 世 論 調 査
． ２０００；

ｈ坤Ｐ＝〃 ㎜ ８．ｃａｏ．９ｏｊｐ／ｓｕｒｖｅｙ装 ｚ／ｈ１１／

ｙａ皿ｉ釧ｉ血ａｅＸ．
ｈｔ 捌

．

厚生統言摘 会，国民衛生の動向２００６；５３（９）．

掛 本 知 里
，
申 田 晴 美

，
浬 口 晶 子

，
他
．．

掛 川 市 大

東地区住民の健康状況および生活習慣病

予防行動．平成 １７年度大東町健康調査報告

書 ２００６；ヱ５－２３．

一 些４ 一




